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周期性ITCZ擾乱と台風前期熱低発生の関係＊

中　村　健　次＊＊

　要　旨

　北太平洋中・西部に於て，1978年夏季のGMS上層風ベクトルを用いた相対渦度の解析をした．上層の

負渦域は雲写真と対応させると組織的な雲塊の上層発散域であることを確認した．

　また，今回の解析の考察及び，東経140度付近に下層の東西風の境界があり，かつ偏東風波動がそれ以東

で卓越することの考慮をもすると，台風の発生には3つのタイプがあると言える．すなわち①偏東風波動

によるもの．②下層のシァラインによるもの．③中緯度低気圧の南西進によるもの　である．さらに台

風の発生位置は，それぞれのタイプによって規定されること及び，①タイプの前期熱低の出現には約12日の

強い周期性があることが明確になった

　1．はじめに

　熱低発生の季節要因とその寄与度を，Gray（1975）

は高層データを用いて統計的手法で求めている．すなわ

ち，相対渦度，コリオリ因子，風の鉛直シアー，海洋の

熱エネルギー，湿潤安定度および相対湿度の積から季節

発生因子を算出する．

　一方，事例解析では，Rieh1（1948）が北太平洋の中

部から西側で，1945年9月の高層データを流線解析し，

下層に偏東風波動が存在し，上層にはanti－cyclonicな

．流れがあることを示した．さらに熱低発生の要因とし

て，下層の低気圧性渦度の発生をあげている．

　またYanai（1961）は，Marshall　Islandを中心とし

た高層観測網（10◎N，160。W付近）の1958年6月の解

析で，下層の偏東風波動と上層の負渦度の対応を指適し

た．また，同年6，7月のデータで上層負渦度の出現頻

度を約6日としている（Yanai，1963）．

　また，Agee（1972）はITCZ擾乱から熱低発生過程

の一例を衛星写真で示している．そこではITCZ擾乱

北縁の雲塊がbreakingされて低気圧性の回転を持つよ

＊On　the　relationship　between　periodic　ITCZ

　disturbance　　and　　genesis　of　tropical　cyclone

　as　precusory　typhoon・

＊＊Kenji　Nakamura，気象衛星センターデータ処理

　部（現在所属：科学技術庁研究調整局）．

　　一1981年6月16日受領一
　　一1981年8月27日受理一

うになる．彼は，そのために水平風の南北シアーの必要

性を強調している．

　本論文では，衛星データが広範囲を覆い，かつ長期間

の連続観測が可能である特長を生かして，圏界面付近の

風データと連続写真から熱低・台風発生の特性を総観的

手法で明らかにする．

1981年10月。

　2．使用データおよび解析方法

　使用したデータは，衛星のループ・フィルム法の雲移

動ベクトルおよび衛星写真である．衛星写真としては3

時間間隔で撮像した4日間を単位とした連続写真（ルー

プ・フィルム・ムービー）とスティール写真を用いた．

　雲移動ベクトルのルーチン観測は，全領域にわたり1

日2回実施され，その高度は低緯度では約200mb面に

あたる．1観測での取得ベクトル数は約200である．

　今回の使用したデータ期間は1978年5月1日～10月31

日である．欠測は7回あるが，前回の観測値で代用し

て，計368観測とした．

　次に，生データを300N－100S，90。E－170。Wの範

囲にわたりO珂AN（加藤，1976）で1度メッシュ（100

×40）出力の客観解析をした．

　ここでは，相対渦度を用いて上層発散域の位置および

移動を客観的に把握すると共に，出現周期をスペクトル

解析により求める．

　相対渦度の計算は，各観測毎に中央差分を用いて1度
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第1表　1978年台風の履歴表．

台風名

TS7803

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

　　25

　　26

　　27

　　28

熱　低　発　生

（月・日）Z

6．14

　．21

　．28

7．11

　．22

　．22

　．22

8．9

　．9

　．9

　．18

　．27

　．27

　．28

9．9

　．9

　．20

　．24

　．30

10．5

　．8

　．15

　．17

　．29

　．31

位置（緯経度）

23．0

18．5

10．0

19．0

14．4

18．5

17．8

20．0

16．0

11．5

22．0

15．0

10．5

19．5

27．5

17．0

18．0

12．4

12．1

19．1

，14．0

12．0

13．0

10．5

14．0

13．5

137．0

129．4

120．0

153．0

151．8

139．5

114．0

114．0

143．0

131．0

149．0

128．0

149．0

129．5

150．0

124．0

166．0

127．5

134．5

152．5

142．0

138．0

163．0

175．0

131．0

147．0

追跡可能の最古の

日

12

20

27

6
15

2’

20

8
2
7

12

19

22

25

23

7
7

19

16

19

3
5

10

16

24

23

場所（緯経度）

20

10

10

21

7
30

15

20

8
5
6
8
8

20

30

15

8
8

10

8
12

10

8
10

10

9

140

130

120

175

184

160

115

115

185

130

180

125

184

140

175

125

185

130

176

182

166

140

183

183

170

183

移動方向
西進は○印

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

西進形の
タ　　イ　　プ

MLL
DUz
MLL

DUz＿s

DUN

DUN

MLL

DUN－s

DUN
DUN
DUz

DUN
DyN
DyN

DUN

UNV
番　号

4

5

6

7

8

9
10

11

12

メッシュの各点で算出した．計算式を慣用の記号を用い

て下に記す．

　　ζδ，ゴ＝（びε＋1，ゴーoε一1，ゴ）／∠¢一（観，

　　　　盛1一碗，ゴー・）／∠y

　　　　　　　　　　2　　∠∬＝1～・COS卯×一
　　　　　　　　　360

　　　　2∠フ＝R×
　　　　360

1～＝6．378×106m

　相対渦度のスペクトル解析では，これを時系列化して

使用した．渦度分布図は，1～220N，130～180。Eの地

域で，2回の観測を平均（1日単位）して3度メッシュ

で出力して作成した．

　次に1978年5月1日～10月31日に発生した台風につい

32

て，その熱低以前の状態を，雲写真および相対渦度の分

布図から決定する方法を述べる．

　雲写真を見ると，熱低の段階は，一般に組織化された

雲塊の存在が明確で，その大きさは約10度（経度）位で

ある．その段階を始点として過去へ，ループ・フィル

ム・ムービー上の雲塊を追跡して行く．この方法を繰り

返すと，台風・熱低の前身（以下，前期雲塊という）と

して認められる最古の時刻と位置が判明する．また，最

古の前期雲塊から熱低化するまでの移動方向もわかる．

　負の相対渦度の中心位置は，渦度分布図を用いて決定

する．しかし，異なる現象が重合した場合など，渦度分

布図単独では決定できない場合もあるので，雲写真の併

用は決定に際し有益である（第3．3．節）．

、天気”28．10．
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第2図　台風中心の位置差図表．

　3．解析

　3・1・雲写真上と渦度分布上の前期雲塊の位置

　雲写真で解析した最古の前期雲塊の場所，時刻および

進行方向を第1表に示した．期間中発生した台風は26個

あり，前期雲塊で西進するものは15個ある．西進するグ

ループの前期雲塊からの追跡時間の平均は約6日，他の

グループでは約1日である．その間の経度方向の移動距

離は，西進するグループで約28度，他のグループは1～

2度である．また，第1表によると台風に発達した場所

は，西進するグループでは東経140度以東に，他のグル

ープは東経140度以西に二分される．本稿では西進する

グループに焦点をあてて事例解析を行う．

　この西進する前期雲塊の位置を，雲写真と相対渦度で

表示したものが第1図（d，e，£g，h，i，j，k，1，m，n，o，p）

である．熱低以後は，地上天気図上の中心位置と雲写真

上の中心位置とはほぼ一致する．前期雲塊の段階で，雲

写真上の雲塊の中心位置（A）と上層の負渦度中心位置

（B）を検討するために，

　　位置差・＝B－4

を計算した．位置差を慣用の（の，フ）座標で示すと，平

均で（1。25。，一〇．33。），RMSで（3．70，2．7。），半径

6度以内に約80％が含まれている（第2図）．これにつ

いては，前期雲塊が水平規模で約10度，データが雲移動

ベクトルでありかつ，3度メッシュ渦度分布の使用を考

慮すると，上層の負渦域と写真上の雲塊が一致するとい

　　　第1図　熱低・前期台風の径路図．

＋印：雲写真上の雲塊の中心位置．

△印」：上層の相対渦度分布による中心位置．一

〇印：地上天気図上の熱低・台風の中心位置．●印

　　　は台風になった時点．．

　　　＋，△，○印に対応する日付は，各々下段，
　　　上段，左側に記ーす．

　　　地図下に，月名，上層負渦域番号＜UNV番
　　　号）・台風名を記す．　　　　　　　　　　、

1981年10月

える．

　5．2．上層渦度のスペクトル解析とその地域特性

　スペクトル解析の方法は，時系列データの共分散函数

をフーリエ変換するもの（遠藤昌宏，1972）を使用し

た．ヲグ数＝50を用い，フィルターは使用しなかった．

スペクトル解析の結果を東経110～180度間を10度毎に，

北緯5～20度を5度毎に図示した（第3図（a）～（h））．

　前期雲塊および熱低の中心位置図（第4図）から，熱

低発生と上層渦度の卓越周期の関係を調べる．

　前期雲塊が最初に確認される東経170～180度，北緯10

度付近では，周期8日付近にピークが存在する．特に

170。E，10。Nは顕著である．前期雲塊が成長し順調に

西進する東経160度，北緯15度付近では約6日の周期が

強い．東経150度線上では，前期雲塊は大体のところ熱

低あるいは台風へ生長しており，進行方向も北成分が強

まっている．熱低・台風の径路上の北緯15～20度付近

は，周期6日にピークがある．東経140度では，北緯15

～20度で12日のピークがあらわれ，東経150度以東で強

かった6日周期が抑えられる．東経120度線上では，高

緯度に到るまで6～8日周期に深い谷があり，これ以東

との間では性質が大きく異なることを示唆する．

　一方，Yanai（1963）は，Marshall　Island付近（10。N，

160。E）の高層解析から偏東風波動上層の負渦域通過周

期を約6日であると示している．第3図（e）～（9）で

は北緯15度付近の卓越周期が約6日である．また，

Riehl（1948）は北太平洋の流線解析において，北緯5～

30度，東経130度以東の区域で下層に偏東風波動を解析

し，上層にanti－cyclonicの対応を示している．

　これらから上記の地域では，雲ベクトルから算出した

負渦域は，下層に偏東風波動を伴うことが示唆される．

　次に，夏季の北太平洋上の平均流との関係を見る．夏

季の平均灘ま・赤道から兆緯30度付進までを一様に覆う

Deep　Easterlyの中に，インド付近を中心とするWα3terly

35
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第4図　前期雲塊および熱低の中心位置図．

20●N

10

0

帯が存在する．両者の境界面は，850mbで140。E，100

N，700mbで130。E，さらに500mbで110。Eとい
う具合に，下層程東へ張り出している．さらに，境界の

シアーライソが台風の発生に関係することを言っている

（Gabites，1962）．このシアーラインは前出のRieh1の

流線解析にもみられる．

　今回の上層渦度のスペクトル解析で現われた東経120

、天気”28．10．
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度，130度間の不連続性は，上述のシアーラインと関係

すると考えられる．

　また，下層の境界以東のEasterlyが強い地域；北緯

5～25度，東経140度以東を，ここでは，以下「偏東風

越卓域」と仮に呼ぶ．

1981年10月

　3．3。西進する前期雲塊の周期的出現て12日）

　西進する前期雲塊と上層の渦度分布の対応を；時間と

共に追跡したのが第5図（a～j）である．そヒでは，渦

度分布図を隔日に配置し，等値線は一10，一20，一30…

…（×10－6sec－1）を示し，正域は省略した．右側には観

37
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　　　　　第5図渦度分布の時間変化．

　横軸：経度．　　左縦軸：緯度．

　右縦軸：時間．観測番号（T）を右側に示す．T

＝1は1978年5月1日00Z，T＝2は同12Z．以下
12時間間隔の観測に対応する．

　等値線は」10（×10辱6sec－1）単位．正の等値線
コ
は
省
略
． x印：負渦域の中心で，その下の数字は中

，1心の緯度値．東経160度線付近の太字は，UNV番
号．

38

測番号（T）を付けた．また，第5図は図の都合上，経

度方向に較べて緯度方向が圧縮されている．

　追跡を西進するグループについて実施する（方法は第

2章）．6月には上層負渦を伴う組織的な雲塊が西進す

るが，台風まで生長しない．また，TS7826，TS7827は．

第5図に十分な表現ができなかった．

　第5図のT＝141～149で，相対渦度の中心は，同図

だけで判断するとTS7806の中心位置に北偏って決定

されるが，雲写真を考慮すると，引きつづぎ西進してい

ることが判明する（写真1）．この例の様に雲写真との

対応に注意を払らた．このようにして，追跡した雲塊，

熱低等を同図に破線で示した．T＝61以降の上層負渦城

の発生を東経160～180度の区間で注目すると，周期的一

な出現が容易にわかる．

　同様のことを中村（1980（a））は，今回と同じデータ

から求めた4日平均の流線解析を行し．・，，前期雲塊と対応

する高気圧性循環の出現は，東経160度付近で約12日

周期であることを言った．

　12日周期で出現する上層負渦域を順に番号（Upper

Negative　volticity番号）を与えた．Ts7821，Ts7826，

TS7827は整数のUNV番号に当らないが，他は対応1

していることが第1表からわかる．

　UNV番号に対応する上層負渦度域が160。E，180。耳

を通過する時刻（観測番号）に対して線形回帰を行った．

、天気”28．．10．
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第2表線形回帰結果．

Position
Number
　of
　data

18・氾い2

16・氾い3

Standard　deviation

X
3．60

3．89

Y
87．89

95．71

Inter－

cept
Slope

6α8612436

68．45

Correlation
coemcient

1 0．999 1245司 0．999

Estimation
of　standard

error

12・731

3．18

F－Distri．

bution
FO．05；2

1389

1384

：F－Ratio

11324．61

11・845・32

Period

～12
days

Phase
velocity

～一5．3
degree／

day

　Y

　ぎ
　口　……i

　缶
　旨
　o
　L　o
　匡　］　的　＝　コ　z
　の　し」」

　ご　お
30σ

200

100

第3表　前期雲塊の分類子．

Y＝αX＋b
分類項目

（）

①熱低に変容するか？

②上層の解析に対応するか？

③前期雲塊のみの現象か？

④前期雲塊は分離しないか？

喜駿劃馨鐸

D
u
N

X

y
z

S

＼

　　や
　ざ
　6
　り毎

客

許
＆

　　　り　　　ε

　　6　　価　　㌔L’
　　　
　　召

　許　8

（）

01234
　　　　　　　　　　　　　　X56789101112uwNuHBERl16伊E｝

スペクトル解析では6～8日周期が卓越している．これ

は第5図のUNV番号に対応する負渦域・およびその中

間に度々，別の負渦域が出現することに対応する、

　次に，線形回帰による前期雲塊出現の12日周期は，初

期の径路（東経160～180度）を通過後，東経140～160度

付近まで西進して熱低・台風段階まで発達する上層負渦

域に対応している．つまり，初期の径路上で，ある条件

下の上層負渦域が熱低・台風へ発達することを示唆する．

　西進しつつ台風に発達した前期雲塊は15個あり，その

内3個のMLL型（後述）と，12日周期で発生する台

風の9個，6日周期で発生する台風が3個ある．つまり，

東経160～180度，北緯5乍15度地域の偏東風越卓域上空

における負渦域に対応した約12日周期で出現する雲塊か

ら熱低・台風へ発達する確率が高い．このように偏東風

卓越域では，台風の発生に周期性があることは興味深

い．

uNvNu暇R‘180。E》0123456789101112

第6図 西進する前期雲塊の直線回帰．

外挿値を示す．

（）は，・

　東経180度線以東で上層負渦域が出現しない例（TS

7819，TS7825）では，外挿して通過時刻を出した．結

果を第6図および第2表に示す．共にslope≒24で周

二期は約12日，interceptの差は7．6なので，位相速度は

一5。3経度／日となる．これらの相関係数≒1．0であり，

またF値とF分布値から，線形回帰はともに95％の信頼

1限界に入っている（中村慶一，1975）．

　一方，東経160～180度付近の上層渦度は，3．2．節の

　4．上層負渦域と雲写真

　4．1．上層負渦域と雲写真上の前期雲塊

　ここでは雲写真の雲塊について，上層負渦域との対応

の具合，熱低への変容過程の分類および雲塊の追跡（第

1図）を示す．

　中部太平洋から西進する雲写真上の雲塊が，熱低へ変

容する過程を次の4項目で分類する．すなわち，注目す

る雲塊が，①熱低へ生長するか，②上層負渦域と対応し

ているか，③他の雲塊（例えば北東進する雲塊一写真

2）の影響を受けずに，順調に西進ないし西北西進する

か，④雲塊本体の北縁から分離されたものか｝を第3

1981年10月 39
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写真1（」）

◎

写真1②

蘇

灘

灘

写真1③

纏

写真1④

の

写真1⑤

麟

写真1⑥

o

表のように分類子で表示した．

　この分類法による典型的なパターンの写真例を示し

て，個別の変容過程を類推させるためである．

　雲塊の規模は，そのさしわたしが10数度以上を大型，

5度内外を小型とした．

　（a）上層負渦域番号O

　雲写真上の・UNV　Oに対応する雲塊は，6月1～7日

にかけて西北西進する．規模は小さい．渦度分布上での

40

回転も小さい．雲写真と負渦域中心との位置差は5度前

後である．変容過程は∬UN型である．

　（b）上層負渦域番号1

　雲写真の雲塊は6月13～20日に西北西進し，以後は北

西進後，消滅する．その規模は中型である．上層渦度分

布は16日にかけて強まる．位置差は5度内外である．変

容過程は劣UN型．

　（c）上層負荷域番号2

、天気”28．10．
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右横の0，

lo

　　　写真1⑦　　　　　　　　　　　　　　　　　写真1⑧

　　写真1　xUNとMLL型．1978年7月5～12日．！印は中緯度低気圧．

左下の1は各々，赤道，東経140度を示す．右上は日付．片矢印／の先端が前期雲塊を示す．

　雲写真の雲塊は6月23日～7月2日にかけて，ほぽ西

北西進する．以後，北西進して消滅する．規模は中型．

上層渦度分布では移動がはっきりつかめる．位置差は5

度以内．変容過程は∬UN型．

　（d）上層負渦番号3

　雲写真上の雲塊は7月6～14日頃にかけて西進する．

規模は大型である．位置差は5度以内．変容過程はzUN

型．渦度分布図では，一10（×10－6sec－1）位の弱い渦域が

西北西進する．

　一方，11日06Zに熱低へ発達するTS7806は5日頃

に中緯度低気圧から分離し，南西下した雲塊である．こ

のタイプをMLL型と言う．¢，ツ分類子の実例およ

びMLL型の一例として連続写真を写真1に示す．

　（e）上層負渦番号4

　雲写真上の雲塊は7月15～20日まで西進し，北西進後

22日03Zに熱低に生長する．規模は大型．しかし19～

21日は南西から強い雲塊が進行してぎて，西北西進する

UNV－4と重合する（この過程はz分類子）．

　渦度分布図では20日以降の回転は強まり，さらに24～

26日には台風の状態で北上する．位置差は5度以内．変

容過程はDUz型．

　（f）上層負渦番号5

　雲写真上では南側の主雲塊が8月2～8日頃まで西進

する．一方，4日に，その北縁から分離した雲塊は北西

進しつつTS7811に発達する．規模は，主雲塊は中型，

分離した方も中型である．

　6，7日の主雲塊にz分類子で示す運動が加えられる．

渦度分布図での回転の中心は明確に定まる．位置差は5

度以内．変容過程はDU2－s型．2分類子および一3分

類子の例として，UNV－5を写真2に示す，

1981年10月
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鐵

　（9）上層負渦度6

　雲写真上の雲塊は大体北西進する．8月12～19日の移

動は規則的で順調である．規模は大型である．UNV－6

は18日00ZにTS7813に発達する．渦度分布図で回転

の中心が容易に決定でぎる．位置差は小さい．変容過程

はDUN型である．

　（h）上層負渦度番号7

　雲写真上の雲塊は8月22～27日間は西進し，27日00Z

にTS7815の熱低へ発達する．規模は大型である．渦

度分布図では回転は強く，中心も容易に決定でぎる．位

置差は5度強あワ，ことに27日のずれ（第2図のカッコ

付．第3・L節の計算からは除外）が大ぎい．変容過程

はDUN型．このTS7815の流線解析および写真解析

は中村（1980（b））にある，渦度による解析とほぼ一致

している．

　（i）上層負渦番号8

　雲写真上の北側の雲塊は北緯16度付近を9月5～9日

にかけて西北西進して，9日に熱低，13日に台風へ発達

する．規模は中型．南側の雲塊は9月7～20日頃まで7

～100N上を西進する．規模は大型である．北側の雲塊

は9月1日に分離され，発達したものである．

　渦度分布図では，UNV－8は熱低以前6～8日頃に

一30～一40（×10｝6sec－1）の大きな回転を持つ．一方，

南側のUNVは約2日遅れて西進し，あまり大きな回転

でない．UNV－8の位置差は小さい．変容過程はDUN－s

型である．接近したUNVの関係を写真4に示す．

　（j）上層負渦域番号9

　雲写真上の雲塊は，9月19～25日は西北西進した後，

北西進して30日OOZにTS7822の熱低になる．規模は

中型である．渦度分布図では強い回転を示している．位
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写真2①

o
写真2②

G

写真2③

響⑪

写真2④

o

写真2⑤

、◎

写真2⑥

㊥

置差は5度以内である．変容過程はDUN型．

　（k）上層負渦度番号10

　雲写真上の雲塊は10月3日までの追跡が可能であり，

6日00ZにTS7823の熱低に発達する．途中，5～6

日に南西から移動する雲塊の影響を受ける．渦度分布図

では一般に強いが，4日は一5（x10fsec－1）で弱い．

位置差は小さい．一変容過程はDU之型である．

　（1）上層負渦度域11

42

　雲写真上の雲塊は，10月10～14日は西進し，以後は北

西進して15日00ZにTS7825の熱低に発達する．規模

は中型である．中心位置の決定は，12～16日は容易にで

きるが，18日は困難である．これはTS7825の南側に

ある幅10度位の雲塊の影響と思われる．位置差は5度前

後ある．変容過程はPUN型で，写真3に代表例を示
す．

　（m）上層負渦域12

寒天気”28．10．
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　　　　写真2⑦

写真2　DUz－s型，8月2～9日．

o
　　　　　　　　　　　　　　　写真2⑧

棒印は北縁から分離した前期雲塊．他は写真1と同．

647

㊤

写真3①

㊥

写真3②

幽⑮

①

写真3③

麟

写真3④

鍵

◎1

　雲写真上の雲塊は10月23～31日間に，ほぼ西北西進し

て，30日OOZにTS7828の熱低に発達する．規模は大

型で，DUN型である．渦度分布図から回転の中心は容

易に求まる．位置差は5度前後である．

　（n）TS7821に対応する上層負渦域

　雲写真上のTS7821は9月16日から追跡でき，24日

に熱低になる．渦度分布の中心は，20日以後は決定でき

1981年10月

る．TS7821はUNV8とUNV9の間に発生してい
る．位置差は小さい．規模は中型，変容過程はDUN型

である．

　（o）TS7826に対応する上層負渦域

雲写真上のTS7826は10月16日から追跡できて，17

日18Zに熱低，18日に台風へ発達する．規模は中型であ

る．渦度分布図では20日に台風であるが，一〇．5（×10－6

43
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写真3⑤

雛繊

0
写真3⑥

4

〇一

　　　　写真3⑦

写真3　DUN型．10月9～16日．

紛

　　　　　　　　　　　　　　　写真3⑧

V印の先端はTS7826の前期雲塊．他は写真1と同．

α

写真4①

◎

写真4②

㊥

sec－1）の弱い回転として解析できる．台風に発達してか

らも回転域は大きくない．TS7826はUNV11とUNV
12の中間に発生したことがわかる．

　変容過程は前期雲塊の段階では渦度との対応がとれな

いのでDyN型である．

　（P）TS7827に対応する上層負渦域

　雲写真上のTS7827は10月24日から追跡できて29日

44

18Zに熱低に発達する．規模は中型である．変容過程

DyN型．渦度分布図には28，鉤日に対応がある．

　4．2前期雲塊の変容過程の典型的な写真

　写真1～5は分類子の示す内容を，各日の00Zの組

写真で再現’したものである．

　写真1に7月5～12日の期間の詫UN型，MLL型を

示す．上層負渦域を伴う雲塊の7，8日は大型であるが，

寒天気”28．10．
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顛

写真4③

　写真4　DUN－s型．10月2，

649

5，　7，11日．

　　　　　写真4④
他は写真1と同．

纏

写真5　写真2のつづぎ．8月10日．

鐵

以後は小型となり西進する．しかし，熱低・台風までは

発達しない．対応する上層の渦度も大きくない．中緯度

低気圧から分離した擾乱を！の先端に示す．これは西南

西進してTS7806に発達する（MLL型）．

　写真2に8月2～9日の期間のDUz－s型を示す．西

進する本体の雲塊が4日に小雲塊を分離する．写真上の

破線で示した地域の北東進する雲塊の活動が，6～8日

に盛である．8～10日にかけて，北東進する雲塊と上層

負渦域を伴う北側の雲塊が熱低（TS7811）を形成する，

　写真3は10月9～16日の期間のUNV11，TS7825で

DUN型である．これを前期雲塊の変容過程の基本型と

筆者は考える．V印の先端はTS7826に発達する12日

周期外の前期雲塊である．またTS7819もDUN型
で，写真は中村（1980（b））にある．

　写真4は9月2，5，7，11日の期間でDUN－s型で

ある．2日頃に主雲塊の北側から小雲塊が分離される．

5日以降，両者は順調に西進・発達を続ける．南側の雲

塊は12日以後は衰弱し，北側の上層負渦域を伴う雲塊は

1981年10月

9日00ZにTS7819の熱低に発達する．

写真5は，写真2の続きである．

　5．偏東風卓越域と台風発生の特性

　第3．2．節で導入した「偏東風卓越領域」を利用し

て，台風発生の特性を考察してみる．

　台風（1978年5～10月）の発生位置を第7図に示す．

そこの偏東風卓越域では，前期雲塊が西進しながら台風

への発達が，また東経140度以西では下層のシアーによ

る急激な台風への発達が主体を占めることが分る．これ

らから台風の発生には3つのタイプが考えられる．

①下層に偏東風波動を伴う上層負渦域が，数日間西進し

つつ台風へ発達するタイプ，②アリューシャン方面でブ

・ッキソグされた低気圧の一部が切離されて南西進し発

達するタイプ，③強い下層のシアーが収束をおこし，1

～2日位の短期間で発達するタイプ．

　8月の月平均した上層雲量分布（400mb以高）と流

線解析図において，雲量の多いベルトと流線のリッヂか

ら，8月のITCZの位置は東経140度以東ではほぼ北

緯8度線上であり，同様に5，6月では北緯5度上に・

9，10月では北緯10度上にある（中村，1980（b））．

　一方，雲写真で追跡した前期雲塊・熱低の径路図（第

4図）とよく一致することを考慮すると，周期性の上層

負渦域はITCZの構成に大きく寄与していると考えら

れる．

　5．おわりに

　本稿では，対流圏上面に視点を置いて広範囲に前期雲

塊を観測した結果，北太平洋の中・西部における台風の

発生のタイプが，①偏東風波動によるもの，②下層にお
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　　　　　第7図

●：偏東風波動タイプ（12日周期）

▲：同上　　　　　　（12日周期外）

破線域：偏東風卓越域　　TSは台風名，

台風発生位置（1978年5～10月）．

1けるeasterly及びwesterlyの境界のシアーによるも

の，③中緯度低気圧が南西進したもの　　に大別され，

かつ各タイプによって発生場所が限定されることがわか

った（第7図）．

　また，偏東風波動型の台風の出現には，12日の強い周

、期性があることもわかった．

　台風の発生問題は，①の場合，前期雲塊の発生が東経

180度以東の中部太平洋上で周期性を持つこと，②の場

合1南西の季節風の影響が強いことを考慮すると，広い

領域と長いタイムスケールで議論すべきであると筆者は

考える．

　最後に，本調査にあたり励ましと御指導を下さった渡

辺和夫前気象衛星セソターデータ処理部部長および丸

山健人気象研究所予報研究部主任研究官に深く感謝い

たします．
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